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第 2 章では，同質遺伝的背景を持つ倍数体系列株の育成について， 2 種の方法を示している。その 1
つは，ホモタリズム遺伝子の接合型遺伝子変換作用を利用する方法で，ホモタリズム細胞の培養中 i乙
低頻度で出現する四倍体細胞を効率よく分離するために， eosin Y と amaranth をそれぞれ 40mg/1iter



















第 4 章は総括であり，第 2 ， 3 章の研究成果をまとめ，今後の課題について述べている。
論文の審査結果の要旨





離するために， eosin Y と amaτanth を添加した色素寒天平板を開発し，その上で暗赤色を示すコロニ
ーを選択する方法を示している。
(2) プラスミド DNA による酵母プロトプラストの形質転換体のほとんどが， 細胞融合体であることを









以上のように本論文は Saccharomyces cerevzszae における高次倍数体育種法を確立すると共に，
醸造株より遺伝子工学宿主株におよぶ酵母育種に重要な知見を与えるものであり， その成果は学術的に
も工業的にも寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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